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ベルギーの幻想文学
―現実と非現実のはざま―
岩　本　和　子
はじめに
ベルギーのフランス語文学を語る際に、19世紀末に一世を風靡した＜ベルギー
象徴派＞の重要性は無視できない。それは20世紀に入ってフランス語・オラン
ダ語の2言語への「分岐」が加速される以前に、芸術における「ベルギー性」の存
在の可能性を最も明確に表象しえた潮流だった。またこの時期には「幻想文学」
も大量に世に出ている。というよりもむしろ、「幻想的 fantastique」な要素はど
の時代においてもベルギーの文学作品に纏わりついてきたと言える。それは文
学史上の諸傾向すなわち、ロマン主義、写実主義、自然主義、象徴主義、シュル
レアリスムなどの特徴と対峙されるものでもそれらを排除するものでもなく、
むしろそれらと並行あるいは融合して存在し続けていると思われる。
このように「幻想文学」が重要であるという認識はベルギーのフランス語文
学研究において散見できる（1）。 隣のフランスではそれは周縁的なジャンルに
とどまり、文学史の中では間歇的に扱われがちであることから、ベルギーの特
殊性をこの点に見ようとする研究も少なくない。また他の隣接ジャンルとの差
異化から幻想文学を定義づける試みもある。想像力を重視する文学（littérature 
de l＇imaginaire）として、同じようなSF、妖精物語、驚異、ファンタジー、ナンセン
ス、などとの相違は何かといった議論である。
本稿では、「幻想文学」に注目することで、ベルギーの文学的アイデンティティ
の一側面を探ってみたい。まず「フランス文学」全般における幻想文学の諸定義
や理論に従って、この概念と文学史上の様々な潮流との関係を探り、次にベル
ギーにおける幻想小説の特徴をフランスとの相違という観点から浮き彫りにし
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たい。そのときに「現実的幻想」の概念や、ドイツや南米など別のベクトルから
の「マジック（魔術的）レアリズム」などとの関連、そしてベルギーの特殊な位置
が見えてくるだろう。これらの考察を通して「ベルギー性」の在りどころも見き
わめ、本稿をベルギー幻想文学に関するより具体的な調査研究や作品分析の準
備段階と位置づけたい。
Ⅰ 幻想文学とは――フランス文学における定義
幻想文学は、フランスの文学史上ではロマン主義が台頭する1820年ころから
現れたとされる。1830年2月のコメディ ・ーフランセーズでの「エルナニの戦い」
によるロマン主義文学の勝利や同年の7月革命を準備しつつあった、王政復古
期のことである。ロマン主義を代表する作家の一人であったノディエは1830年
出版の『文学における幻想的なもの Du fantastique en littérature』で、幻想的な文
学が出てきた意味を語っている。それまで主流であった古代ギリシャ・ローマ
の「理想美」や規範にとらわれたアカデミックな古典主義に反抗して、自由と想
像力の解放を謳うロマン主義文学の擁護という文脈においてであったことに注
意しておきたい。フランスの場合、それは1789年以来のフランス大革命という
政治的な動きとも連動しており、何よりも「自由」や「解放」が希求されたので
ある。
ノディエによるロマン主義文学の定義を改めて見ておくと、まず作家たちの
想像力を解放し、時空を超えて様々な「よそ」へと夢を馳せさせる、つまり現実
の外の世界へ探求の視線を向けさせるものである。そして、ドイツやイギリス
の文学に触発されて、フランスでも夢や伝説などを題材とする幻想的な傾向の
作品も生まれた。不可視のもの、神秘的なものへの憧憬は、現実からの逃避願望
の現れであると同時に、自身の真の姿を見極めようとする作家たちの探求が深
化・内面化されたことで生じた一つの傾向であったともいう（2）。実際、1830年10
月には「夜話 contes nocturnes」を集めた本が書店に並び、「幻想 fantastique」の言
葉が人口に膾炙するようになった。当時興隆していた文芸雑誌『タン Le Temps』
誌、『ジュルナル・デ・デバ Le Journal des débats』誌、 『グローブ Le Globe』誌など
でも取り上げられた（3）。 
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ノディエは、この想像力と自由を母胎とする幻想文学が、実はすでに17世紀
の「古典主義」、つまり絶対王政の管理下とアカデミーの時代に存在していて、
シャルル・ペローの妖精物語の中にその源泉を求め得ると見ている。17世紀末
には、妖精物語はサロンでも宮廷でももてはやされ、18世紀の作家にも影響を
与えたという。例えば『千一夜物語』では「東洋」が神秘や超自然の傾向を育て、
ユートピアへの憧れ、不可思議な旅や冒険への興味を掻き立てた（4）。合理主義
者と見做される啓蒙思想家たちについても、例えばヴォルテールの『カンディー
ド』やモンテスキューの『ペルシャ人の手紙』などに想像力豊かで自由奔放な要
素をいくらでも挙げることができる。中でもガゾットにおけるオカルティズム
の流れが、「幻想的なもの」として19世紀に継承されていく。そこにイギリスの
ゴシック小説、暗黒小説や、ドイツのロマン主義、とりわけホフマンの強い影響
もあって、ロマン主義の作家たちは多少なりともそれらを反映する作品を書く
ようになるのである。ユゴー然り、デュマ、バルザック、スタンダールでさえも。
そしてノディエやネルヴァル、リラダン、ゴーチエらいわゆる「小ロマン派」の人々
も。
しかし、革命と結びついたフランス・ロマン主義時代における幻想文学は、政
治活動、大衆文化の発達を背景に、歴史や異国を題材としつつ社会と人間の心
理を追求するレアリスム小説が主流になっていく一方で、あくまで周縁的なもの、
マイナーなものにとどまったのである。ただ「世紀末」になると、幻想小説が実
はフランスにおいてもある程度隆盛を見ていたことを、バロニアンは「新しい
ロマン主義」と称しつつ指摘した（1978年）。バロニアンによれば、象徴主義の詩
人たちの輝かしい栄光によって世紀末＝詩という認識ができたために、当時の
幻想小説は単に忘れ去られてしまったというのである（5）。詩ジャンルはそれ自
体がすでに想像力、非現実そのものを土台とし、「幻想的なもの」の芸術的表現
を内在していたため、逆説的に「幻想詩」というものはありえないとの前提があっ
たようである。いずれにしても、「世紀末」とは幻想的なるものが支配した時代
だったのだ。
世紀末の隆盛に至る大きな転換点は、ボードレールによるE.A.ポーの翻訳・紹
介であった。滝田によれば、ポーがもたらしたものは「超自然的なものについて
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の新しい美学、すなわち幻想的なものを描くにあたっての論理性、合理性、科学
への好奇心、病理的なものへの関心、計算と効果」であり、また同時に「死や、死
後の生命についての固定観念、宇宙論的な感覚もある」が、同時代の幻想作家へ
の最も大きな影響はその「実証性」だという（6）。滝田はこのようなポー以後の傾
向を、バロニアンの言う「現実的な幻想」と呼ぶことには懐疑的である（この用
語は、ベルギー幻想文学で浮上することになるだろう）。ただ、例えばモーパッ
サンの幻想的作品における恐怖や戦慄は、あきらかにロマン主義の世代のそれ
とは異なるとしている。精神分析学の発見と発展も新たな要素となるだろう。
心理的事象、ヒステリー、神経症などのテーマが好まれ、また小説の舞台や道具
立てにも近代的な要素が入り込む――例えば、事件が起こるのはたいてい都会、
特にパリであり、ホテルの部屋や汽車の中が多いことなどを滝田は指摘する（7）。
いずれにしても、象徴主義・デカダンの時代に、幻想文学はその間隙、あるい
はその根底にしっかりと根を張っていたのである。1920年ころまでがその射程
である。世紀末、あるいは象徴主義との連想が強い幻想文学だが、「幻想的」な
ものとは、結局ノディエも言うように、想像力と自由によってしか生きられな
い「文学」が、時代ごとの規制や圧力に屈せず、たえず噴き出してきたものとも
考えられる。妖精や食人鬼、動物の変身、奇蹟などはまた「われわれの古いガリ
アに属するもの」で、キリスト教社会、王権による制度の中で不当に扱われ迫害
されてきたが、結局は「必ずわれわれのところに戻ってくる」（8）のである。
それでは「幻想」文学とはどのようなものかについて、もう少し具体的にフラ
ンスの理論家による主な定義を参照し、隣接ジャンルとの相違も含めて位置づ
けをしておこう。「文学史の起源にまで遡りうる」、想像力を駆使して「眼前の世
界を超えた世界を追い求めてやまない作家たち」、その両極に幻想・驚異と怪奇・
恐怖があり、それらを中心とした楕円構造、その間のグラデーションのどこか
に位置付けられる全体が、幻想文学作品であるというのは東の説明である（9）。
ロジェ・カイヨワは、ロマン主義以前の水脈として、前述した妖精（féérique）物
語と幻想的なもの（fantastique）の区別をした。もともと二つの概念は近接し混
同されがちであったが、以下の相違点は明確であるとする。まず「妖精物語の世
界は、現実界に付加された不思議の国なのであって、現実界を侵害することも、
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その統一を破壊することもない。これに対し幻想とは、ほとんど耐え難いまで
に異常なスキャンダル、裂け目、闖入として、現実界内にその姿を現すのである。」
第二の区別は結末に関わる。「妖精物語が好んでハッピ ・ーエンドに向かうのに
対し、恐怖に支配された雰囲気の中で展開する幻想小説のほうは、ほとんどの
場合、主人公の死、失踪、呪いなどに結びつく不幸なできごとで終わらざるをえ
ない。」（10）
カイヨワに基づき、澁澤もこの区別を確認している。つまり、「[妖精物語を含
む ]寓話や伝説は、一種の魔法の支配する世界であって、奇蹟や変身が次々に起
こったり、恐ろしい怪物が次々に現れたりする」が、その世界はそれ自体で調和
のとれた、統一された単純な世界である。これに対して、「近代の幻想小説の世
界は、幻想や恐怖がこの現実世界（宇宙）の統一を破って侵入してくるのである。」
（11） そのために一方はハッピ ・ーエンド、もう一方は死や絶望や地獄堕ちという
異なった結末を伴うことも指摘している。妖精物語を意味する féériqueは「夢幻」
とも訳され、さらに中世の迷信や伝説の世界に見られる「驚異merveilleux」も同
様の概念でくくられる。
「幻想」そのものの定義はトドロフによるものが重要でよく参照されるもので
もあるが、それはカイヨワやカステックスらの定義をふまえたものでもあるので、
いずれも確認しておこう（12）。「幻想とはすべて秩序とみなされているものの破
壊であり、日常の不動の適法性のさなかに容認しがたいものが闖入することで
ある。」（カイヨワ『幻想のさなかに』1834）「幻想は、現実の生活の枠内に神秘が
唐突に入り込むことが特徴である。」（カステックス『フランスにおける幻想小説』
1936）「われわれと同じこの現実世界に生きていて、われわれと変わるところの
ない人間が、突如として説明のつかない事物の前に立たされている、そういう
姿を幻想物語は好んで描こうとする。」（ルイ・ヴァックス『幻想の美学』1975）
トドロフはこれらを引用した上で、「幻想」を次のように定義する。「自然の法
則しか知らぬ者が、超自然と思える出来事に直面して感じる＜ためらい＞のこ
と。」この「ためらい」こそが、トドロフが考える最大の特徴のようである。トド
ロフの挙げる「幻想が要求する三つの条件」は、その特徴をよく説明していると
思われるので、さらに引用しておこう（13）。
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1　テクストが読者に対し、作中人物の世界を生身の人間の世界であると
思わせ、しかも、語られた出来事について、自然 / 超自然的な説明で、ためら
4 4 4
い
4
（傍点筆者）を抱かせる。　2　このためらい
4 4 4 4
（同）は、作中の一人物に感じ
られ、テクスト内に表象される。読者はそれらと同一化する。　3　読者が
テクストに対して特定の態度をとる。つまりそこには詩的・寓意的解釈は入
り込む余地がない。小説世界＝「現実」であり、そこに「神秘」「異常」「容認し
がたいもの」が闖入するが、読者は作中人物とともに、それを「解明できない」
ものとして（解釈なしに）受け入れねばならないのである。
トドロフはさらに、この「ためらい」の間しか幻想は続かない、とする。従って、
「幻想の生命は（……）たえず危機に脅かされており、いつ消えるかもしれない。」
それは自立的なジャンルではなく、「驚異merveilleux」と「怪奇étrange」という二
つの「ジャンル」の境界線上に位置すると考えるのだ。トドロフは幻想の「隣接」
ジャンルとされるそれらとの分類を次のように図式化している。
純粋怪奇　/　幻想的怪奇　/　幻想的驚異　/　純粋驚異 　（14）
さらにトドロフの指摘を追っておけば、すべては虚構の中で起こるが、驚異
の物語はたいてい三人称である。その理由は、そこにある自然の驚異が疑惑を
引き起こすはずがない（信じぬままに信じるよう読者に強いる）からである。そ
れに対して、幻想的な物語の語り手はふつう「私」という一人称を用いる。それ
によって、読者にも信じるべきか否かのジレンマ、つまりためらいを抱かせる
のである。この点において、驚異と幻想には、あいまいな、危ういものではあるが、
相違が存在するというのである（15）。しかしトドロフに至って、「幻想」の定義は
かえって多義的で拡散的なものになってしまった感もある。それは次のように、
文学そのものの定義や性質とも結びつける拡大解釈のせいでもあろう。「幻想
文学から受ける背反的であいまいな印象は、そのようにして説明される。現実
と非現実の間の境界の疑問視という、文学固有の営為を自己の明示的中心とし
ている限り、幻想文学こそは文学の精華なのである。それでいてまた幻想文学
は、前文学的段階のものでしかない。日常言語の形而上学と闘いつつも、一方で
はこれに生命をあたえているからである。（16）」　
33神戸大学大学院国際文化学研究科『国際文化学研究』45号 （2015） 
三好の指摘によれば（17）、英米の理論家たちは、現実とは異質のファンタジー
世界を想像することを幻想文学の主流と考える傾向にあり、それらはむしろ妖
精物語、驚異にあたるという。それに対してトドロフらフランス系の理論家た
ちの傾向は、「現実の世界に超現実的なものが進入して亀裂が生じ、合理・非合
理の葛藤を通じて生じる決定不可能性（ためらい、不確実さ、多義性など）を幻
想の主要な機能とみなし、いわば＜ポストモダン的メタフィクション＞を幻想
の文学と考える」のだという。続けて三好の次の指摘もフランスでの「幻想文学」
の曖昧さを説明してくれる。「[トドロフらは ]19世紀ブルジョワ・イデオロギー
としての古典的リアリズムに対し、現実と想像の二律背反から一歩退いたとこ
ろに、どこまでも決定不可能なものとしてとどまり続けようとしたのが幻想文
学であり、そのテクストは秩序転覆的な異議申立ての行為でもあったとするの
である。」同様の傾向を指摘するレイセーはそれを「パリ的」と呼んでいる（18）。
19世紀以来、実際には脈々と存在し続けていたフランスの幻想文学が、しかし
文学史上では（イギリスやドイツなどとは異なって）周縁や裏路に押しやられ続
けてきた理由はここにもあるのではないだろうか。
その始まりがロマンチスムと時代を同じくするという意味でも、幻想小説は
イギリスやドイツを中心に18世紀末から19世紀にかけてヨーロッパ全体で現れ
た傾向でもあった。特に1820～50年のほぼ30年間には多くの新たな作品群を生
みだしている。背景には、18世紀末頃の合理主義の確立もあった。その反動と
して、彼岸、暗黒の世界、死の世界からの脅威、あるいはそれらへのノスタルジー
さえも出てきたのである。ロマン主義が創り出した夜や無意識や夢の世界への
興味と探求、それはまた自己の探求でもあった。自分は何者なのか、そして自分
のいる、今、この場所の神話や土地の魂、すなわち土地に伝わる民話、伝説の世
界への興味などである。このような民族性に根ざした側面も幻想文学において
は重要だと言えよう。
Ⅱ　ベルギー幻想文学の多元性
1830年、フランス7月革命の煽りを受けて、自由主義とカトリック主義を掲げ
てオランダの支配から独立を果たしたベルギーは、政治、思想、芸術傾向などす
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べてにおいて、フランス・ロマン主義時代の熱狂をそのまま取り込んでいた。そ
こには、ロマン主義とともに現れていた幻想的な要素も同様に含まれていたは
ずである。想像力の自由な解放という共通の精神に支えられつつ、しかし、やが
てフランスとは一線を画して独自の「幻想文学」を育むことになるのは、ベルギー
のフランス語文学におけるフランドル性もしくはゲルマン性（北方性）がその要
因の一つになることをまず指摘しておこう。ドイツ・ロマン主義の神秘性が、フ
ランス・ロマン主義のうちの「幻想的なるもの」の重要な部分であったとすれば、
ベルギーのロマン主義時代――建国直後のこの時期、実際にはまだ独自の文学
は存在しなかったと言われているが――は、より直接的にゲルマンの影響を受
けたことは確かである。またその後、イギリスのラファエル前派の影響も大き
く受ける。さらには、国民精神やベルギー独自の歴史を創生するにあたって、ド
イツやヨーロッパ各地の国民国家と同様に、「フランス文明」に対抗する形で土
地の伝説や神話を採取し、それらを芸術作品にも取り入れていくことになる。
やがて世紀末象徴主義の大きな潮流とともに、以上の諸要素を取り込んだベル
ギーのフランス語による「幻想文学」は、重要な傾向として定着していったと思
われる。本章ではこういった背景を確認しつつ、ベルギー幻想文学の位置づけ
と特徴を明らかにしていきたい。
まず、「幻想的なもの」の定義については、ベルギーにおいてもフランスとほ
ぼ共通であり、ジャンルではなく曖昧な概念だとされているようである。トド
ロフの定義を繰り返しておくと、「幻想とは、超自然的にみえる出来事を前にし
て、自然法しか知らない者が感じるためらいhésitationである（19）。」ベルマン＝ノ
エルの定義も追加しておこう。「幻想はあいまいさを生きている。（……）その謎
mystèreに解明は求めず、合理的・技術的解明いっさいを拒否する。（20）」同じよう
にベルギー人研究者も、それをジャンルではなく一つの姿勢と見做している。例
えばユベール・ジュアンは「幻想は文学ジャンルとしては存在しないことは明ら
かだ。思想のカテゴリーとしても。定義はできないが、感染させるのである。（21）」
レイモン・トゥルッソンも同様である。「幻想は、形式でなく効果である。幻想
小説においては、文学ジャンルに属すのは小説であることで、幻想ではない。（22）」
ベルギーの幻想文学の特異性としては、リッツが、バロニアンを参照しつつ
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挙げている三つの側面を見ておこう（23）。第1に、「ベルギー文学」は、実質的には
1880～90年ごろ、すなわち夢や非合理性に注目した象徴派の時代より以降にし
か存在せず、独自の幻想性もその中で育まれたこと。第2に、フランス語で書く
象徴主義作家の多くがオランダ語圏のフラーンデレン出身であることから、ゲ
ルマン性や土地の魂をテーマにし、無意識的にフランスとの差異化を図る中で
特に「幻想性」を求めたこと。3番目に、中世フランドル派以来の絵画の伝統に
よって、文学テクストでも、意識や概念がいわば結晶化されて独自の絵画的な
性質をまとわされる傾向にあること。
第1の特徴について、我々はもう少し遡って見ておきたい。一般にベルギーで
の自立的な文学活動は1880年代に始まったという認識がある。国の安定と産業
革命によって豊かになったブルジョワ階級の子弟を中心に、文芸雑誌の創刊が
相次ぎ、フランスの新しい文学動向、とりわけ象徴主義の導入と発展を見た「文
芸復興」の時代である。ただし、それ以前にもロマン主義的ナショナリズムを引
きずりながらレアリスム的手法も取り入れて、意識的に「国民文学」の成立を目
指した作家シャルル・ド・コステルがいた。主要作品は、16世紀、スペイン支配下
からの低地地方一帯（現ベルギーやオランダ）独立闘争の歴史に、中世ゲルマン
地域に流布した民衆譚の主人公ティル・オイレンシュピーゲルをモデルとした
フィクションを絡ませた『ウーレンシュピーゲル伝説』である。その他にもベル
ギーに伝わる民話や伝説に題材を採った『ブラバン小話』『フランドル伝説』と
いった短篇集もある。これらは民族（自己）の想像力に基づく幻想性を持ったも
のだと言えないだろうか。出版時の1860年前後は、政治的には自由主義が台頭
し、また北部フラーンデレンの民衆を中心にオランダ語復権要求を含む地域運
動もさかんになっていた。そのような時代的文脈にありながら、ド・コステルの
自由思想はカトリック、プロテスタントといった宗教対立を超えていたし、フ
ランデレン / ワロニーの地域主義とベルギ ・ーナショナリズムとの矛盾につい
てもまだ楽観的であった。彼自身フランデレン人の父とワロニー人の母を持つ、
いわば複合民族的存在で、フランス語は媒介言語として不可欠のもの、オラン
ダ語はフランスとは異なった民族起源を日々確認する象徴的媒体と考えていた
のである。そういった背景も踏まえて、『ウーレンシュピーゲル』のテクストが、
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ジャンルとしても言語的・テーマ的にも、実は現実の時空間の中に位置づけ得
ない、多元的で「どこにも中心を持たない」ものであることを我々は明らかにし
た（24）。多義性や時空間の多層性をそのままに呈示する、不可思議なテクストで
ある。直接の継承者はいないと言われるド・コステルだが、実はベルギー幻想文
学の先駆的存在でもあったと言えるのではないか。
ベルギー象徴派という大きな時代、そしてベルギー文学とは（表面的にせよ）
フランス語によるものと見做せた最後の時代に代表的作品の一つとなったロー
デンバックの『死都ブリュージュ』には、幻想的な要素が明確に存在する。ブ
リュージュという都市を死んだ女性と一体化させ、偏執狂的ともいえる様々な
ヴィジョンが主人公にのしかかり影響を及ぼす。ここには日常への、神秘や不
可視のものの侵入というテーマが見られる。またマーテルランクは象徴詩や象
徴主義的な戯曲を世に出しつつ、処女短篇小説「幼児虐殺」において、ブリュー
ゲル（父）の絵画の言語化を試みた。一見レアリスム的な文体でありながら、紀
元頃のベツレヘムとも、中世のフランドルともつかない異次元的な世界におい
て、不可解な虐殺や謎めいた様々なイメージを重ねて描いていく。また短篇「夢
の研究」は、現実 / 非現実（夢や潜在意識）を超えた、自己の根源の手がかりとな
るイメージを探求したものである。こういった象徴主義の作品にも、ベルギー
幻想派の母胎とは言えないまでもいくつかの萌芽はあったと、バロニアンも指
摘する。それは未来への興味であったり、夢への嗜好や感情移入だったり、鏡や
レンズのイメージだったりするのだ（25）。
さらにベルギー世紀末文学における重要な特徴として、複数の異なる潮流が
併存していたことにも注目したい。1880年頃、隣の芸術大国フランスの文学傾
向を常に窺っていたベルギーの前衛的知識人たちは、新たな時代を拓く新しい
芸術形式を求めていた。そして、芸術至上主義を謳う高踏派の流れから、専ら詩
の分野でマラルメを中心に一派を成しつつあった象徴主義を取り入れて消化し
ていくのだが、フランスでは象徴主義がその反動として現れたはずの、ゾラら
の自然主義も、さらにネオレアリスムも、いちどに受容したのである。とりわけ
象徴主義は絵画や詩だけでなく戯曲や小説までジャンルを広げ、理論形成では
逆にフランスに影響を与えるほどになった。自然主義については、現実へのま
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なざしをも持つ作家たちが特にその奔放さや激情を歓迎した。こうしてフラン
スでは相入れない諸潮流の混淆的な技法や形式が、インスピレーションの源と
なった。一方からの神秘主義、一方からのレアリスム（現実）性、それらの併存あ
るいは融合が、ベルギー世紀末の特徴となり、そこから幻想文学も創出されていっ
たのである。象徴主義的世界の源泉からは夢幻的なもの、不可視のものへのま
なざしが見て取れるが、例えば自然主義の代表ともみなされるエークハウトに
も幻想的傾向が見られるのは、「レアリスムを通り越してほとんど表現主義に
接し」「そのプリミティヴな原色性ゆえに、もともとブリューゲル風な怪奇な幻
想を引き寄せられる傾き」を有していたためだとされる（26）。
ベルギーの幻想文学は、このようにして象徴主義やレアリスムの二面性を持
ち、その間で揺れながらもやがて大きく二つの異なった傾向へと向かっていく。
森は（バロニアンに基づきながら）象徴主義的傾向からやがてエレンスらの「幻
想的現実」、レアリズム・表現主義的傾向からジャン・レイらのいわゆる「（古典的）
ベルギー幻想派」への流れができ、「多少とも幻想的傾向を持ったベルギー文学は、
この両極の間を揺れ動いてきた」とする （27）。またバロニアンの主張を確認すれ
ば「…フランス語によるベルギー幻想文学は、その根源を象徴主義と表現主義
的自然主義に持ち、変遷の過程を通して絶えずこれら両極の間、すなわちアポ
ロン的 [主知的 ]ヴィジョンとディオニソス的 [主情的 ]ヴィジョンの間で揺れ
動くことになる。」そこからバロニアンはベルギーの幻想的作家を2つのタイプ
に分けている（28）。
前者の主要な作家として具体的に挙げられているのは、フランス・エレンス
Franz Hellens （1881-1972）, マルセル・ティリーMarcel Thiry （1897-1977）, ロベー
ル・プーレRobert Poulet （1893-1989）, アルベール・ダノワAlbert Dasnoy （1901-
1992）, モーリス・カレーム Maurice Carême （1899-1978）, ジェラール・プレヴォ 
Gérard Prévost （1921-1975）, ジョルジュ・ティネ Georges Thinès （1923-）, ガスト
ン・コンペール Gaston Compère （1924-2008）, ギイ・ヴァース Guy Vaes （1927-2011）
である。筆頭とされるエレンスが自身の理論書で用いた「現実的幻想 fantastique 
réel」 、さらにはそれに対応するとも言われる「魔術的レアリズム」réalisme 
magique の概念でその傾向を語ることのできるグループである。
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それに対して、「古典 / 規範的幻想文学 fantastique “classique”」 あるいはいわ
ゆる「ベルギー幻想派」と称される第2のグループとして、ジャン・レイ Jean Ray 
（1887-1964） を筆頭とする次の作家たちの名が挙がっている。ポール・ドゥマド 
Paul Demade （1863-1936）, ミシェル・ド・ゲルドロード Michel de Ghelderode （1898- 
1962）, トマ・オーエン Thomas Owen （1910-2002）, ロジェ・フーロン Roger Foulon 
（1923-2008）, モニク・ワトー Monique Watteau （1929-）。「純粋な恐怖小説」とも
称され、文体もテーマも古典的なものをあえて意識的に用いる傾向にある。日
常言語とは異なる古風で優美な語句や文体で、しばしば主人公が語り手となる
一人称を用いつつ、硬い書き言葉である単純過去を用いるのである（29）。またテー
マについては、悪魔、吸血鬼、幽霊などのやはり古風なものが多く、20世紀にあっ
てもなお19世紀的な、「今」ではない過去の別の時間を呈示しようとする。森は
その理由を「恐怖とは19世紀的なものなのだ」とする。そしてカステックスを参
考に、「恐怖や戦慄」は「現実世界の侵犯の結果として生じるものならば、恐怖が
生じるためには、まず何よりも現実世界が明瞭な輪郭を備えていなければなら
ない」。それゆえ、第一次大戦後の、現実が困難であいまいになった現代におい
ては、その侵犯すべき境界を仮構する必要が生じたというのである（30）。技法的
には他国の幻想文学と共通すると思われるが、ただ、ベルギー、とりわけフラー
ンデレンの土地に根ざす民族性、魂、アイデンティティも問題となる。1961年に、
マラブーMarabout出版社がジャン・レイの作品集を出版したことで、ベルギー
幻想派は「ベルギー怪奇派 l＇école belge de l＇étrange」 として大きく認知されるこ
とになり、現在に至っている。
さて、第1グループに属すエレンスの「現実的幻想」にもういちど戻っておこ
う。エレンス自身は、ベルギーのフランス語文学変遷史においては、「ベルギー
性」や「北方精神」を意識的に打ち出して「フランス」文学からの自立を図った
世紀末象徴派と異なり、20世紀前半のオランダ語文学台頭に伴い、むしろ「フラ
ンス」文学との融合の姿勢を見せた作家だったと位置づけられてきた。しかし、
民族性を超えたその「現実的幻想」がむしろベルギーの幻想文学の一つの特徴
として扱われたり、さらには「魔術的リアリズム」とも通底するとして、ドイツ、
イギリスやラテンアメリカとの国際的なつながりも注目されている。「現実的
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幻想」の概念と用語については、1885年にジュール・クラルティ Jules Clartie が
ジュール・レルミナ Jules Lerminaの著作『驚異の物語 Histoires incroyables』の序
文で理論としてまず用い（「現実的幻想 fantastique réel」）、それを1887年にエドモ
ン・ピカール Édmond Picardが取り上げて、最初に名付けたことが知られている。
ピカールは、世紀末ベルギー芸術を牽引した雑誌の一つ『現代芸術Art Moderne』
の主幹であり文芸評論家であり弁護士でありブリュッセル文壇の大御所であっ
た。この雑誌に、「現実的幻想 Le Fantastique réel」と題して、一種の宣言文を掲
載したのである。さらに、自身の幻想的テクスト（戯曲形式だが、上演は前提と
されず、短編小説と見做すこともできる）『陪審員、5幕のモノドラマ』に、オディ
ロン・ルドンの7点のオリジナル版画と、前文のような形で二つのテキストも添
えて出版した（31）。「モノドラマについての手紙 Lettre sur le Monodrame」と、もう
一つが「現実的幻想」の再録だった。ピカールはこの中で、いわゆる幻想文学と、
それとは異なる新たな「現実的幻想」を区別している（32）。
芸術にとって、幻想的なものとは何か？　それは恐ろしいものの中でも、
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
奇妙なもののことである
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
。（p.17）　[傍点は原文大文字。以下同様。]
別種の幻想的なものが生起し勢いを増している。それを私はこう呼ぼう：
現実的幻想
4 4 4 4 4
と（p.19）
（……）そうだ、身のまわりのいたるところ、いつでも、我々の目を驚かせ
るのだが、現実は幻想的である。それを発見し、描写すること……それが、
現実的幻想を作り出すことである。たぐいまれなジャンル！これまでほと
んど知られていなかったものだ。（p.20）
この用語が改めて具体的に適用されたのが、1909年に出版されたエレンスの
短篇集『風をこえてHors-le-Vent』に対してで、ピカールは翌年、この短篇集の独
特な雰囲気を「現実的幻想」と定義づけて批評、紹介したのである。その後エレ
ンス自身もこの概念をもって新たな文学の可能性を追求することになる。彼の
のちの理論的著作『現実的幻想Le Fantastique réel』の冒頭では「幻想的作品（le 
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fantastique）を一つの文学ジャンルと見做すべきだろうか？私はそうは思わない
（……）幻想的なものはいつの時代にも属す。それは未知なるものを前にした恐
怖から生まれた。（33）」と明言する。現実は本来幻想的なものであり、それを感じ
取る詩的な精神や魂を持ち描くものが幻想的作家であると考えるのである。そ
してフランス人にはそのような魂が欠け頭脳でしか考えないために、本来の幻
想文学は発展しなかったとも指摘する。すでに彼は自身の初期短篇集のタイト
ルに『幻想的現実Réalités fantastiques』（1923）とつけて、それを自ら主張する「内
的幻想」（いわゆる伝統的な「外的幻想」に対置する）、すなわち「現実的幻想」と
も同義のものとして次のように明確化する。「内的幻想に属し、想像力の中で創
り出されたこの種の仕事を呈示する短篇集の一つのタイトルを私は自ら提案した、
『幻想的現実Réalités fantastiques』と。それは、現実を出発点とする一連の演繹法
である。それは現実と非現実の間の、一種の音楽的方程式を成り立たせる。（34）」
事物に向けられたまなざしの両義性、それがエレンスの作品に共通する要素で
もある。そのために語りの形式はほぼ常に内的焦点化 focalisation interne を採用
することになるとピレは指摘する （35）。
前述の第1グループの他の作家たちの作品も、現実に対するまなざしや姿勢
において現実的幻想に近いと言えるだろう。その中でも、例えば森は、「エラン
スの幻想は本質的に受動的な、いわば植物性の夢想で、対してマルセル・ティリー
の場合、幻想は能動的・計画的な意識の所産として現れる」と、作家ごとの独自
性についても言及している（36）。ティリーの幻想は、SFの夢想にも接近していく。
その気配は実際、中篇「アンヌ・クールのための協奏曲」や長編『時間のチェス』
などに顕著だと思われる。
改めて振り返れば、フランスではドイツ・ロマン主義の「純粋に物理的な想像」
と、ポーに倣った心理研究とを厳密に区別していた。それに対し、ベルギー人は
もっと多様なニュアンスを取り入れるスタンスをとったのである。その両極には、
創造的な（伝説的な）幻想と、日常の不可思議な事象の複雑さを説明しようとす
る「現実的幻想」があると考えられるのだ。諸時代、諸潮流を貫いてベルギーの
幻想的なるものは常に存在してきた。ならば、必然的にそれは様々な様相を帯び、
他所からの新たな動向もまた取り込み、そしてまた新たな幻想文学を創り出す
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ことにもなったのだ。レイセはそれを「不可思議なものétrange」の「散開過程 le 
processus de dispersion」と表現している。「この断片化され極度に分割された土
地の上に出てきたのが、フランス・エレンスの現実的幻想だけでなく、ロベール・
プーレの魔術的レアリスム、さらには学識的かつ民衆的な文化の驚くべき交配
――ジャン・レイやトマ・オーエン、そしてマラブー書店叢書の作家たちを特徴
づけるものなのだ。（37）」もちろん、一人の作家の中にも同時に多様な要素が混
淆していて、例えば現実的幻想に分類されるティリーにも幻想派的な「民族性」
が見られるし、レイセによればエレンスも「自然主義、象徴主義、ロマン主義、
さらに未来派やキュビスムや黒人芸術（20世紀の前衛！）のまさに万華鏡のよう
なもの」なのである（38）。
Ⅲ　魔術的レアリスムとベルギー幻想文学の現実的幻想
その「散開過程」現象の結果としての、もう一つ重要な分岐をこの章では見て
おきたい。近年、ベルギー幻想文学研究において注目されている「魔術的レアリ
スム réalisme magique」と幻想的現実の関係である。ベルギーのフランス語文学
領域における先端的研究論集であるTextyles誌が2002年に「現実的幻想から魔
術的レアリスムへDu fantastique réel au réalisme magique」 という特集を組んで多
方向からのアプローチを行った。ベルギーでの魔術的レアリスム文学の展開は、
20世紀になって、フランス（パリ）経由の諸潮流・思想だけでなく改めてドイツから、
オランダ語文学を担うフラーンデレンへ、そしてフランス語文学へと流入し、
さらに南米文学ともつながっていく、幻想文学の国際的な傾向に呼応したもの
である。一般的にはロベール・プーレがベルギ ・ーフランス語圏での代表として
言及されるが、現実的幻想とほぼ同義に扱われることも多いようである。つまり、
国際的な傾向に照応するのが、ベルギ ・ーフランス語文学では現実的幻想と呼
ばれて追及されていたものだという考え方である。例えばレイセは「1925年に [フ
ランスでは全く知られていなかった ]＜魔術的レアリスム＞が初めて名指され
るが、これは、すでにE.ピカールが＜現実的幻想＞として名付けていたもので
ある（39）」とする。それ以降、ベルギーの「不可思議なもの」に対する霊感の「国
民的」特徴がこの言葉で表象されるようになったとも言われる（40）。いずれにし
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ても、今日のベルギーでは文学のみならず絵画や映画などの他ジャンルにも適
用される「魔術的リアリズム」の概念が、時代ごとの変遷と名称の相違を伴って、
実際にどのように使われてきたかを確認しておくことは意味があるだろう。そ
れによって、ベルギーの幻想文学の特性が別の視点からも浮き彫りにできるの
ではないだろうか。
ピレも現実的幻想を魔術的レアリスムの前身と見做している。「魔術的レア
リスムの概念が1925年になってやっと、しかもドイツで現れたのだが、現実的
幻想はすでにベルギーで1910年、エドモン・ピカールによってエレンスの特異
な雰囲気を定義づけるために用いられた。それをエレンス自身がまた使うこと
になる。（41）」さらに言えば、魔術的レアリスムは18世紀末にノヴァーリスにお
いてすでに用いられた表現で、それが1925年に美術評論内で明確に言及された
とされる。写真家・美術評論家のフランツ・ローによる「新即物主義（ノイエ・ザッ
ハリカイト）展」評で「冷静に現実を表現することによって現れる魔術的な非現
実を感じさせる作品群」を論じる言葉であった。
Textyles誌（1986年創刊）は、1993年の第10号を「幻想作家たちFantastiqueurs」
の特集とし、それを受けて発展させた形で前述の2002年の特集を組んだ。後者
は時代的な変化や2つの概念の差異化を示すものともなっている。2002年第21
号の巻頭言には、タイトルの意味についてこう書かれている。「（……）フラン
ス語圏ベルギーでは＜現実的幻想から魔術的レアリスムへ＞移行した。すなわ
ち、このジャンルの、内的で特殊化をめざす定義から、魔術的レアリスムの国
際的潮流への、より広い加入（ドイツ中心ではあるが）であり、移行時期は第二
次大戦期である。（42）」そのドイツでは、「マギッシャ ・ーレアリスムスMagischer 
Realismus」は美術的表現から次第に文学にも用いられるようになった。その文
学的概念は、とりわけ隣接するシュルレアリスムや幻想文学との差異化を意識
しつつ、シェッフェルによって次のように定義づけられた（43）。
• 「現実主義的 réaliste」性質をもち、現代生活を直接に対象とする。
• 語りの構成は「閉じて」いる。つまり、すべての要素を、初めと終わりを持
つ構図の中に取り込んでいる。
43神戸大学大学院国際文化学研究科『国際文化学研究』45号 （2015） 
• 幻想文学のような二つの異世界間の葛藤はなく、世界は同質なものとして
構成されている。
• 一方で、19世紀の伝統的レアリスムの掟には反して、「神秘的」次元を取り
込む。
1925年に出版されたローの美術批評は大変な評判を呼び、世界各地で訳され
て伝播することになった。スペインでは1927年に学術雑誌で部分的に紹介され
たあと、同年にマドリッドで出版され、それがラテンアメリカでも紹介された。
さらにイタリアへ、それからオランダ語に訳された用語が、ベルギーで J.デー
ネ Johan DaisneとH.ランポHubert Lampoによって採用された。結果としてドイ
ツ、イタリア、ベルギ （ーオランダ語圏フラーンデレン）、ラテンアメリカにおいて、
魔術的レアリスムの概念は美術だけでなく文学ジャンルでももてはやされるこ
とになったのである（44）。
魔術的レアリスムのベルギーへの導入が、ドイツ→（オランダ語）→フラーン
デレンという道筋ではなく、イタリア経由だったことには注意しておきたい。ヴェ
イスジェルベールWeisgerberによれば、オランダでは、絵画領域においてはすで
に大戦前から、おそらくドイツの影響で、魔術的レアリスムの呼称が「ネオ・リ
アリズム」とほぼ同義で使われて今日に至っているが、文学ジャンルではほと
んど見られないという（45）。それに対してベルギーでは、かなり遅れて1942～43
年頃にデーネやランポがこの概念を初めて紹介した。こちらでは明確な理論と
共に、絵画だけでなく詩や小説など諸芸術ジャンルにおいても、総合的で確実に、
システマティックに発展し、多くの作品を創出していく。そしてアンティル諸
島（イギリス領とフランス領）、さらにカナダへも影響を及ぼしていった（46）。
ヴェイスジェルヴェールは時空間のさらに大きな枠でこれらの動きをとらえ
ようとする。地域的なヴァリエーションはあるものの、大きな傾向としての魔
術的リアリズムは第一次大戦前後から現代まで各地で発展し続けてきたという
ことである。ポーやボードレール（イギリスやフランス）、ラテンアメリカのモ
デルニスモ、ヘンリ ・ージェイムズ、アポリネール、ピランデッロといった作家
たちにまずその傾向を見ることができ、それが1920年代にドイツやイタリアで
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明確化し浮上したというのである。その意味でも、魔術的リアリズムとは結局、
アングロサクソン系の批評で「モダニズム」と呼ばれたものと並行していたと
も言える（47）。フランスやイギリス本国ではさほど注目されなかった「魔術的リ
アリズム」は、それらの周縁地域であったベルギーやカナダ、カリブ海地域で明
確な概念となって大きな流れを創り出したのである。中心に対する、独自性や
アイデンティティ確立の拠り所としての統合的概念でもあったのだ。そこでは
「新しいものを求める芸術的革新性」と、土地に根ざした神話や伝承、伝説、集団
心理、民族の記憶などへのこだわり、といった二面性を持つことになるのは自
然な流れかもしれない。20世紀初頭の精神分析学の発見と発展も、間接的にせ
よ関わっていたようだ（48）。
それでは、ベルギーの状況はどのようなものだったのだろうか。ベルギーの
フランス語文学の批評において、魔術的レアリスムが一つの美的カテゴリ―と
して取りざたされるようになったのは、1980年代以降のことになる。1987年、ブ
リュッセル自由大学（ULB）の「前衛文学研究センター」（代表はヴェイスジェル
ベール）による最初の研究成果として刊行された論文集のタイトルが『魔術的
レアリスムLe Réalisme magique』であり、ベルギーのフランス語圏における魔術
的レアリスムについて最初に本格的に取り上げた重要な文献となっている。こ
の中で言及されている定義を拾い上げてみる。「＜伝統的＞幻想文学は、この現
実を、時々外からの力によって乱される所与のものと受け止めている。（……）
魔術的レアリスムは、現実の特殊なヴィジョン、不安に由来する。つまり、幻想
的なものは現実の性質に基づく集団的コンセンサスの上に存在するが、魔術的
レアリスムは世界についての、より主観的な認識を打ち立てる。（49）」「[魔術的レ
アリスムの二面性について ]特にヨーロッパでは――つまり＜ブルジョワ的理
想主義＞の文学は――ラテンアメリカよりも大々的に、神秘と合理主義的伝統
との二項対立をうまく活用した。（50）」「（……）魔術的レアリスムは、純粋な幻想
文学と異なって、現実からの単なる逃避ではない。その本質は、疑念であり、曖
昧さである。つまり現実は、それが錯覚であろうと、不在ではないのだ（……）（51）」
1993年のTextyles誌（前述の「幻想文学者たち」特集号）にもすでに言及がある。
「（……）幻想的物語 récits fantastiquesはどちらかというと純粋な空想的 [ロマネ
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スクな ]フィクションとして機能する。一方、魔術的レアリスムは別の野心を示
す。それはしばしば、現実への非常に主観的なアプローチに基づく。（52）」
これらの定義を見ると、いわゆる幻想文学に対する「現実的幻想」にほぼ重な
ることが改めて確認できる。2002年のTextylesの特集ではその点が意識的になり、
魔術的レアリスム概念の導入以前からフランス語文学にあった現実的幻想と合
わせて、この二つを正面から論じることになったのだと思われる。ここでの定
義を見ておこう。「（……）魔術的レアリスムは、二つの概念に照らし合わせて定
義できる。一つは幻想、もう一つがレアリスムである。まず魔術的レアリスム
は古典 / 規範的（classique）幻想とは区別されるが、それは、不合理なものや異常
なものの出現が、一般に受け入れられている現実（合理的なもの）とそれを否定
する別のもの（超自然、非現実）の間の、正面切っての衝突とはとらえられない
のである。魔術的レアリスムは統合的であり、あるヴィジョンや、現実の「特殊
な」知覚、つまり特異で主観的な知覚を前にして、普通は対立する類いのものを
一つにする。（53）」同誌では魔術的レアリスムの代表的な作家としてG.ヴァース
Guy VaesやP.ウィレムPaul Willemsらを挙げている。ただしウィレムにおいては、
ローやデーネらが定義した意味での魔術的レアリスムとは性質がやや異なって
おり、記憶や想い出の断片を結晶化した、神秘や夢が、彼のテクストの重要な要
素になっているという意味では、あくまで「現実」から出発する魔術的レアリス
ムとは一致しないと論じられている（54）。
現実的幻想と魔術的レアリスムの差異がそれでもあるとすれば、それはエレ
ンスとロベール・プーレとの比較によって示されている。1929年7月に、エレン
ス主幹の雑誌『ディスク・ヴェールDisque vert』を引き継ぐ形での『ノールNord』
誌第2号が刊行された。この号は、1930年代から第二次大戦期にベルギーのフラ
ンス語前衛文学を牽引することになるエレンスとプーレの思想についての、最
初のマニフェストとなったこと、またエレンスの「現実的幻想」を経て、プーレ
のそれまで追及していた「詩的小説 roman poétique」と通底する「魔術的レアリ
スム」への移行を象徴するものとしても、重要な号であった（55）。現実と非現実・
不可視のものとをメダルの裏表のように全く平等に扱うことが魔術的レアリス
ムの特徴であることは繰り返しておこう。エレンスはあくまで現実から出発し
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その奥に不可視のものを見透かすとすれば、プーレは小説の中に詩的なものを
取り入れる。その時にすでに、ある現実を再創造するのでなく、新しい現実、つ
まり「生」、新たなレアリスムを発明・創出しているのである（56）。ただしプーレ
にはドイツからの影響は全く見られず、完全にフランスの影響下から発展的に
魔術的レアリスムにたどり着いたとされる意味では、特異である。一方、エレン
スの方は、19世紀末のベルギー文学（象徴主義）を引き継ぎつつ、「フランス文学」
との一体化を意図した（『ディスク・ヴェール』誌はその活動の場所であった）の
だが、結果的に彼が提唱していた「現実的幻想」は、幻想文学のベルギー的展開
として語られてきたことは興味深い。
A.ミンゲルグルンAlbert Mingelgrünが魔術的レアリスムとシュルレアリスム
の違いを論じるとき、そういった定義のずれや特殊性が別の方向からも見えて
くる（57）。彼はベルギーだけではなくフランス文学一般について語っているのだが、
それによれば、シュルレアリスムは想像的なものと現実的なものの「来たるべき」
和解と調和であり、遅かれ早かれ実現可能な「理想」に向かうもので、それに対
して魔術的レアリスムは、あくまでも「すでにある現実」と不可視のものの共存
なのである。
魔術的レアリスムの技法的な特徴は、従って、現実と非現実、見えるものと
不可視のものの、複数次元のイメージの併存ということになるだろう。また語
りの方法としては、個々のヴィジョン、世界に向けられる主観的で特異なまな
ざしから出発するのであるから、多くは一人称で語られる。あるいは三人称で
あっても、ある登場人物への明確な焦点化が行われるということになる。この
ような技法を応用して、ベルギーでは演劇（1950～70年代）、そして現在は映画
における魔術的レアリスムの試みも見られる。映画監督A.デルヴォーAndré 
Delvauxはその一人だが、彼はTextyles誌において自身の魔術的レアリスム作品
についての解説をしている。
それによれば、魔術的レアリスムによる映画では、レアリスム的な俯瞰的シー
クエンスと異なって、意識的に内的焦点化を行うことで、個々の事物や音を一
見バラバラに、しかし巧妙な構成のもとに反復的に表すことができる。それら
の諸イメージは美的であると同時に、恐怖や死について語り喚起させることも
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できるのである。デーネの小説を原作とした『剃髪の男』（1965）では鏡のモチー
フによって同様の効果を試みたという（58）。絵画にも共通するのだが、魔術的レ
アリスムの空間においては視点はしばしば、やや高い位置にあるという（59）。鳥
瞰的視点と、人間の眼の高さの中間である。事物の重要性に目を向けようとす
るときには、一般的に人間の眼の高さからの視点がとられる。しかし魔術的レ
アリスムの視点は、レアリスムにおける人間の視線から少しずれることによって、
事物との新しい関係をもたらす。それが、疑いや曖昧さ、漠然とした不安を掻き
立てる効果を持つのである。
一見脈絡のないイメージを次々と呈示する技法も用いられる。夢にも似た世
界がそこには展開されるが、しかしそれは必ずレンズという唯一の眼（知覚）を
通して行われる。その意味で、映画という芸術は魔術的レアリスムにとっては
むしろ理想的な媒体と言えるのではないか。S.ジェラールはまさにそのことを、
映画（のフィルム）を「夢のテープ ruban de rêve」と表現し、E.モランを引用しつ
つ指摘している。そこでは主観的・客観的空間が重層的に現れるだけでなく、各々
が終わることなく「客観化する主観性の、主観化する客観性の、絶え間ない輪舞
となっている」という（60）。実際に生きられた現実と、夢（非現実）の同時並列で
ある。具体例としてはアラン・レネの『広島わが愛』（1959）や『去年マリエンバー
ドで』（1961）あるいは『戦争は終わった』（1966）なども挙げられる。
デルヴォーは『剃髪の男』に対する、特に外国での批評について言及している。
ベルギーに魔術的レアリスムを導入した作家デーネは無視され（映画批評家は
彼の小説を殆ど読んでいない）、よく知られている同時代の画家として、ポール・
デルヴォーやマグリットらの描く世界との類似の指摘ばかりであったという（61）。
あたかも、一枚の絵の中では同時に併置されている諸要素を、時間芸術として
の映画の中に移し替えることができるかのようだった、と。マグリットらに代
表されるベルギーのシュルレアリスムについては、ブルトンを中心としたパリ
との違いとして、精神分析や政治参加の拒否などが一般的に指摘されるが、確
かにその姿勢は魔術的レアリスムにも通じるであろう。夢や非現実を問題にし
ながらも、諸イメージの無意識レベルを分析しようとはしないのである。「ベル
ギーの」と限定するとき、地域的な独自性を持つシュルレアリスムが、むしろ魔
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術的レアリスムに近いものであることにも気づくのである。
おわりに
フランス語文学の中で、ベルギーにおける「幻想的なもの」が、どのような位
置にあるのかを辿ってきた。最後に現在の状況も含めてまとめておこう。
改めてカイヨワの研究に立ち戻ってみると、妖精物語から幻想文学への移行は、
宗教への絶対的な信頼が揺らいだときに起こったという。宗教が人間の安心の
拠り所だった間は幻想文学の必要も存在理由もなかったのである。それと同じ
ように、次は、科学が人間の安心の拠り所でなくなり、人間の手に負えなくなり
つつあるときに、すなわち恐怖の対象となりつつあるときに、サイエンス・フィ
クション（SF）が誕生する。澁澤の言葉を引用すれば、「（……）SF作品の時代に
対する意味は、妖精物語や幻想怪奇小説のそれと全く同一のものとなろう。す
なわち、SF作品もまた、現実を補足する非現実の物語という、フェリックやファ
ンタスティックの伝統を忠実に引き継いでいるのだ。不変の役割を果たしてい
るのだ。（62） 」澁澤が引用したカイヨワも直接引用しておく。「（……）サイエンス・
フィクションは、それ以前の非現実的物語を継承し、全く同じ機能を果たして
いる。かつての妖精物語は、いまだに支配しかねる自然を前にした人間の、素朴
な願望を表現するものであった。（……）サイエンス・フィクションは、理論と技
術の進歩に対して恐怖を覚えた時代の苦悩を反映しているのである。（63）」
このような、幻想からSFへの移行の狭間にあると思われる作家の一人が
M.ティリーである。エレンスの幻想的現実にも近い主知的な幻想文学を展開し
た人だが、長編小説『時間のチェス』は、ワーテルローの戦いが（我々の知る歴史
とは異なる）ナポレオン率いるフランス軍の勝利に終わった、その150年後の世
界のベルギーを舞台とする。主人公である「私」が偶然出会ったイギリス人の天
才物理学者は、自分の祖先にあたる士官の手落ちがウエリントン将軍の敗北の
直接の原因を作ったことを突き止め、一種のタイムスリップによって、戦闘を
何度も眼前に蘇らせ、祖先の行動をわずかに変化させて歴史に変更を加える。
「私」はそのタイムスリップの実験に巻き込まれ、事故によってナポレオン軍が
敗北した「別の世界」に投げ込まれる。その別の世界で拘束されている「私」の
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回想の形で、かつての世界の日常生活が会社経営や株の失敗、同級生や学者と
の出会いといった細部とともに描かれる。厳密な時間の計算と正確な歴史の再
現、世界を変える理論の精密さ、変形された後の世界の様々な矛盾の修正など、
最先端の科学的知識が駆使され、それがもたらす恐怖やパラドクスが呈示され
るのである。また、短編の傑作「劇中劇」では、シェークスピアの『ハムレット』
をなぞり、芸術論や演劇論についての議論を登場人物たちに戦わせつつ、現実
と非現実、観客と舞台、視るものと視られるものの位置の逆転や時間の戯れを
展開させる。語り手の「私」は、ホームパーティーでの劇中劇の観劇中に、自ら
の不倫を暴かれてその場で急死した人物である。おそらく愛人の強い意識の呼
びかけによって、肉体もなく目も見えないまま、意志のみを一時的に蘇らせられ、
その間に一人称でかつての「生」の時間を語るという設定である。その際の時間
の操作や意識の問題などは科学への挑戦ともとれるSF的な側面を持っている。
「ますます劇的に分裂し危うくなるベルギー」にあって、とくに言語を媒体と
する作家たちは、少なくとも文学的境界はないかのように、あたかも融合的な
（別の）世界が存在するかのように、つまり幻想的な理想世界にしがみつくかの
ようなスタンスをとっているとレイセは考え、それをベルギーの特殊性ととら
えている（64）。国籍や民族はもはや問題にせず「世界文学」としてたまたまフラ
ンス語で書く、という現代作家たちが、実際にレイセの言うような意識を持っ
ているかは疑問である。しかし、例えばA.ノトン、A.-M.アダメー、J.アルプマン、
H.ボーショーといった名前を挙げてみるとき、やはり幻想的な特徴が多かれ少
なかれ常にテクストにつきまとっているのは確かであろう。彼らもまた、ベルギー
幻想派（怪奇）、現実的幻想、魔術的レアリスム、新たなSFというジャンル、また
象徴派やシュルレアリスムのベルギー的展開などを継承して背景に持っている
ためかもしれない。
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要旨　（「ベルギーの幻想文学――現実と非現実のはざま――」岩本和子）
« Littérature fantastique de langue française en Belgique – entre réalité et irréalité – »
Kazuko IWAMOTO
La littérature fantastique depuis le XIXe siècle est une composante essentielle à la 
compréhension de l’identité de la littérature belge, particulièrement de langue française. Nous 
allons d’abord examiner dans cet article la relation entre la “littérature fantastique” en général et les 
tendances (ou les écoles) de l’histoire littéraire, en nous appuyant sur les définitions des théoriciens 
français. Nous mettrons ensuite en évidence l’originalité de la littérature fantastique belge, par 
rapport à celle de la France qui apparaîtra étant plutôt périphérique.
Cette catégorie de la littérature de Belgique compte de multiples variantes. Parmi celles-ci, 
nous pourrons remarquer le <fantastique réel> qui fut identifié par Picard puis Hellens, le <réalisme 
magique> qui se rattache originairement à la peinture et a plus tard produit ses développement 
littéraires non pas en France mais plutôt en Allemagne et en Amérique latine, ainsi que le 
surréalisme à la manière belge.
Le “fantastique”, dont nous avons vu une expression particulière en Belgique, a existé à travers 
les époques et subsiste encore aujourd’hui, même si les auteurs belges contemporains préfèrent 
s’inscrire dans le cadre d’une “littérature mondiale” en dehors de tout nationalisme étroit. Cette 
notion et ses techniques se manifestent également dans d’autres genres artistiques, par exemple les 
arts de la scène et le cinéma.
Keywords : littérature belge de langue française, littérature fantastique, fantastique réel, réalisme 
magique, identité belge
キーワード：ベルギー・フランス語文学、幻想文学、現実的幻想、魔術的レアリスム、
ベルギーアイデンティティ
